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(イ)尊 敬語=目 上の人の動作 ・状態 ・所有物等をあがめてい うこと
ば
(ロ)謙 譲語=話 し手が自分乃至自分側の者の動作 ・状態 ・所有物等
をへりくだってい うことば

















されるか,「 なさる」「いたす」のように他 とは直接かかわ りないものとし
て表現されるかによって再分することもできますが,こ こでは省略に従い
ます。





すが,古 く天皇が 自らに尊敬語を用いた り,殿 様が家来の動作を表わすの
に 「何 といた した」とい うように謙譲語を用いた りしたことを考えてみて
もわかることです。




の行為を下位表現で表わ したにす ぎないと解釈すべきだと思 うのです。
とにかく,以 上のような理由で,あ まり一般的ではありませんが,上 記
のような術語を用いてみたわけです。
次に,素 材敬語の中で最後に残 った美化表現 とは,上 の二つのように上
下関係の認識を表わすのでなく,ただ単に物言いを上品にするもので,「 た
べる」とか 「お空」 とかいった例がこれに相当します。
これらは,普 通わたくしの言う対者敬語と一括 して丁寧語 と呼ばれるも
のです。そして上下関係の認識を表わすものでない点では確かに対者敬譜
と共通する面を持っているといえます。 しかも,美 化語に託 されることば
の上品さとい うことは話 し手自身 の問題でありなが ら,一 方に対者を意識
したものである点でも対者敬語と相似た面を有 します。それ ゆえこれ らを
一括 して丁寧語とする通説にも十分存在理由はあるわけです。









敬語は,こ とばの構成,組 み立てとい う点から見ると,次 のように分け
られます。
(イ)特 定語形=普 通の言い方に対し,そ れと異なった特定の言い方
をするもの


















条件1a=話 し手b=聞 き手c=話 題の人物①d=話 題の人物②
条件2不 等号>の 左辺が上位者,右 辺が下位者 を表示するもの とす
る。 〔〈の場合は,当然,左 辺が下位者,右 辺が上位者となる)
条件3Cのdに 対する授与行為についての言語形式を問題にする。















a<b障 しあげ一ます 下位+対 者敬語
I d〉c〉a(b)1
1
a>biさ しあげ られ る 1下 位+些
aく司 さしあげら妹 す
ヒ
1下 位+上 位+対 者敬語
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的関係(2)」 は対者敬語の現われ方 を規定す るものである。
「人的関係(1)」 の項の 〔・〕印はその左右の人物の上下関係はどう
あってもよいことを示す。
同じ項の(b)は,そ の位置にbが 加われぱ,そ の関係での語形
が一層確定的なものとなることを示す。
そこで,今 か りにa>bつ まり話 し手が聞き手より上であるとい う前提
で,表 の各段を見てみると次のようなことになります。
まず第一段は,話 し手aが 話題の人物c(こ の場合与える人)と 話題
の人物d(こ の揚合与えられる人)の いずれよりも上位者であれぱ,cと
dと の上下関係の如何にかかわらず 「やる」ということばが用いられ るこ




第二段は,与える人cが 与えられる人dお よび話 し手aよ り上位者で




なお,こ の場合,聞 き手bがcよ り上位者だと,(つまり,上 の例で聞
き手が社長であった りすると)「くださる」とい う形が用いられないことも
あ り得ますが,c〉bの 関係においては上位表現 「くださる」の使用は決定
的 となるので,(b)をd・aの あとに加えてあるわけです。








第四段は,与 える人cが 与えられる人dよ り下位者で,同 時に話 し手







なお,以 上は最初に記 しましたように,す べてa>bの 条件のもとで考
えたことですから,逆 にa〈bの 関係では,語 形欄各段の下欄の形,つ ま
り 「や ります」〔第一段)「 くださいますJ(第 二段γ「さしあげますJ(第 三
段〉「さしあげられます」(第 四段)と いう表現となって,い ずれ も 「組み
合わせ」の欄に見られるような対者敬語の添った形になるわけです。














例2も う少し奥へおつめ して ください。
例300博 士も申されました。















とい う言い方を聞 くことが多くな りましたが,こ れなども,正 しくは 「お
宅でございますかJと 対者敬語を用いるべきところだと思われます。
ただ言語 とい うものは絶えず変化してやまないものであり,そ の 「ござ
いますJと い うことば自体、本来は 「いらっしゃいます」にあたる意味の
ものであったのですから,こ れが,だんだん一般化 して,「今 日はよいお天
気でい らっしゃいますね。」というような言い方が将来出て 来ないとはだ
れ も保証できない ものと思います。
しか し,だ か らと言って,上 述のような言い方をそのまま承認すること
は少なくとも現段階においては早計だと思われます。
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ただ,こ れを迎えて考えれば,恐 らく話 し手は 「おつめ」で相手のrつ









等は,す べて上位表現をとるべきところを下位表現に誤 って しまった例で
す。
そして,そ れらを通 して言えることは,恐 らく・話 し手の意識 としては





といった例もあP,こ れ らはすでに下位表現から美化表現へ移 ってい ると
考えられるものです。 しか し,そ れでも後者の例など,わ たくしならやは
り「めしあが りませんか」と相手本位に上位表現をとるだろうと思います。






ただ,こ の場合にも,「申す'」は前記の 「いたす」と伺様美化語に移 って
いると見 られないわけではなく,そ うなれば,誤 用とい うのはす こし手き
びしすぎるとい うことになるかもしれません。 しかし,そ れに しても 「お
っしゃる」とい う上位表現が立派に生きている以上,そ れに従 う方が至当
と考えられます。
結局,誤 用か誤用でないかは,語 の類別だけでな く,敬 語そのものの変
遷 とも見比ぺて慎重に判断すべきものと言えましょう。
(2)構 成から見た誤用




例1は,前 項(1)の 例1と 同様,ま ず 「ご」をつけて 「御高覧」 とし,
さらに,そ れに 「する」の敬語 「される」をつけたもφと考えられます。
レか し,現代語の上位表現に 「ご一 になる」はあっても 「ご一 され る」
という言い方はあ りません。その意味でこの例は誤 りと言えます。




この種の例にも,言 語的知識 の 乏しさから来る 「かしこまい りました」
とか 「寒餅 うけたま ります」 とかいった例は少なくあ りません。新聞広告
などによく見 られる。
○お求めやすい値段にな夢ました。
なども,・「求めやすいJを 複合形容詞 としてその上に 「お」をつけたと見れ
ば誤 りとは言えないかもしれませんが・客が求めることを言 うのですから,
『9
そ れ は 「お求 め る 」 で は な く,「お 求 め に な る」 で あ り,そ の こ とが容 易 だ
とい う意 昧 で 「や す い」 とい うこ とば を添 え る以 上,「 お 求 めや す い」 では
な く 「お 求 に な りや す い 」 とあ る方 が本 来 だ と思 わ れ ます 。
(3)文 脈 か ら見 た 誤用
例 霊 ど うぞ ル ー レ ッ トを回 して課 題 曲 の 選 手 を きめ て い た だ き ま
すq
例2あ の方 が 加 わ って い た だ いて 助 か りま した。
「ど うぞ 」 とい うこ とば は
,「 くだ さい 」 に対 応 す べ き もの とい う意 味 で
例1に は文 脈 の乱 れ が 認 め られ ます 。 「くだ さい」 の か わ りに 「い た だ き
ま す」 とい う言 い方 をす る こ とは 戦 争 中に す で に見 られ た表 現 で す が,意
味 的 に両 者 が 共 通 す る と ころか らお こ ワた現 象 と言 え ま し ょ う。 ここは 当
然 「お き め くだ さい 」 とか 「きめ て くだ さい 」 で 結 ぶ べ き もの で す。
例2も,「 い た だ く」 の例 で す が,こ れ は む しろ助 詞 の誤 用 と言 え る か
も レれ ま せ ん 。 とに か く これ は 「あ の 方 が 」 とい う主 語 の 形 で 出 発す べ き
で はな く,「 あ の方 に」 と連 用 修 飾 表 現 を用 い るべ き と ころで す 。
もっ と も・ 「あ の方 がJで は じめ た の だ か ら とい う観 点か らす れ ば,「 い
た だい て」 を 「くだ さ って 」 とす べ き だ とい うこ とに な ります 。 そ の場 合
は 文脈 とい うよ りは 種 類 の 問題 に か わ りま す 。
いず れ に して も,(b)の ま ま の 形 で は,「 あ の方 」 が,だ れ か に 「加 わ っ




もっとも・ どこまでが行きすぎで・ どこか らが誤用か,け じめのつかな
い ような点もあ りますが,と にか く敬語を使 うものの心底には・礼を失し
ないように とい う気持があるため,っ いそれが度をこレて行きすぎた結果
をもたらすもの と思われます。





これ らは,す でに敬語であるものにさらに敬語を重ねたもので,い わば
無用の長物 ともい うべきものですが,こ の種の例も多 く見 られます。「お見
えになられる」などは,本 来 「見える」だけで も敬語なのですから,三 重
敬語 とい うことになって しまいます。「御芳名」なども 「芳名」として しま
うと,む しろぞんざいな感 じを持つ人す らあるのではないか と思われ ます
が,こ こは思い切 って 「ご」 を除いてしまった方が 「芳」の敬語 としての
価値が生か されることにな ります。
(2)乱 用
(例〉 おパ ン たべけ
これ らも,や たらに敬語にしさえすればよい とい う気持から生 まれるも
のです。特に,な んでもかんでもやたらに 「おガや 「ご」 をつけたがる傾
向は女性に多い ようですが,全 部につければつけない と同 じことになって
しまうということを考えるべ きだ と思います。特に外来語など,あ ま りつ
ける習慣のないものにまで乱用することはできるだけ避けたいものと思い
ます。
それから,「食いけ」を 「たぺけ」 というような類,こ れ も乱用の一種で
すが,こ れなど,「食 う」 ということばが ぞん ざいに感 じられ るようにな
ってしまったところか らおこったものと思われます。 しか し,「くいけJと
い うのは別のことばで言えば食欲 とい うのに相当する一つの語 として固定
しているものですか ら・ これ を 「たべけJと 言 うことはやは り慣習無視の
言語的表現 と言わ ざるを得ません。 この種の例として 「蚊にたべ られる」
とか 「道草 をたべる」 とかいったた ぐいの表現が若い女性のことばによく





これ らは,中 国の白髪三千丈式な誇大な表現で,実 際に自分の子を豚に
たとえる気などさらさらないし,「愚妻」といって人から相づちをうたれで
もすれば・言った当入は憤慨するにきまっているのですから,全 く形式的
な表現でしかないわけです。そ ういう表現はやめるべきです し,上 の例の
揚合など,「息子」 とか 「妻」 とか本来の形で言えぱ,そ のまま自分のそれ
を意味 し得るのだということを改めて認識すべきだと、思います。
〔3〕 敬語の不足
敬語というものは上述のように,な るべ く丁寧 にという気持から用いら










この場合,相 手に対して敬意を表わす 「ます」 ということばが用いられ
ているのですから,こ れでよいと言えば言えないこともありませんし,事
実こうした表現は近年特に著 しいようです。しかし、 ここはやは り上位表
現をも用いて 「お乗 りになりましたら」 というのが正当な表現 と言えまし
ょう。
例2は,不 均衡な敬語用法ともいうべきもので,こ れでは,乗 る人だけ
を重ん じているように思われます。一方を 「お乗 りの方Jと 言えば他方は
当然 「お降 りの方」と言いたいところです。ただし,口 調の上でそれが言
いにくいとすれば,せ めて 「降 りる方」 とでもすれば釣合いがとれること
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に な りま し ょ う。
〔4〕 話 し手 側 の事 物 につ ける 「お(ご)」
次 に敬 語 の 中 で,外 国 人 な どには 非 常 に理 解 し に くい と思 わ れ る表 現 に,
話 し手 が 自分側 の 事物 に つ け る 「お 」 や 「ご」 の 問題 が あ りま す 。
「お 」や 「ご」 は本 来 相 手 や 第三 者 を あ が め た気 持 で使 うも の だ か ら
,そ
れ を 自分 側 の 事 物 に つ け る の はお か し くな い か とい う こ とが しば しぱ 言 わ
れ ま す 。 しか し,た とえ ぱ
.○ お返 事 が 遅 れ て 申 しわ け ござ い ませ ん 。
とい うよ うな場 合,返 事 は た とえ 自分 の 行 為 で あ って も,そ れ は 相手 の た
め の もの,い ず れ 相 手 に 属 す るも の と い っ た気 持 で用 い られ る の で,矛 盾
は な い わ け です し,こ う した表現 は昔 か らい く ら も例 を見 る こ とが で きま
す 。
そ こで,昭 和27年 に 文部 省 か ら出 た 「これ か らの敬 語 」で も,「 お 」「ご」
をつ け て よい場 合 の一 つ として,「自分 の物 事 で は あ るが,相 手 の 人 に 対 す
る物 事 で あ る関係 上,そ れ をつ け る こ とに 慣 用 が 固 定 して い る 場 合 」 とい
うの を あげ,次 の よ うな例 を列 挙 して い ま す 。
お 手 紙(お 返 事 ・ご返 事)を さしあ げ ま した が
お 願 い お 礼 ご遠 慮
ご報 告 い た します
た だ,こ こで 問 題 に な るの は,一 口に 慣 用 の固 定 とい って も,ど こ ま で
を慣 用 と認 め,ど こか らは 慣 用 と認 め られ ない とい うよ うな こ とは ・ 一 概
に きめ られ ない とい うこ とで す。 た と えば,
私 の ご心配 した とお り○ ○ さんは 大 変 な ご 立腹 で した。
とい うよ うな 例 だ と,「 ご一 す る」 とい う表 現 が ま だ新 しい とい うこ と
も あ って,抵 抗 が 感 じられ る のに 対 し,同 じ例 で も 「ご心配 申 しあ げ た」
とあれ ば 不 自然 で は ない とい った よ うな こ とが あ ります 。
した が って,ど うし よ うか とた め らわ れ る よ うな場 合 は,そ う した 表 現





たとえば,会 社につ とめているような揚合,上 役に向かって 「部長どち
らへお出かけですか」 とい うように上位表現(及 び対者敬語)を もって接す
るのは当然です。 ところが,その部長に外から電話がかかって来たとか,来
客があったとかい うような場合は,「 部長は ただ今外出していらっしゃい
ます。」などとは 言えません。なぜなら,そ ういう言い方は 部長 をあがめ
たことにはなっても,外 部の入にはかえって失礼になるか らです。 したが
って,こ うい う場合は,当 然 「部長はただ今外出いたしてお ります・」 とい
うように,下 位表現をとらなければならないことにな ります。これ と同 じ






的関係(1)」 の欄で,(b)と い うのを特に設けたのも,こ うした事情を考
えたからに揖かな りません。
更にまた,上 記の事実に関連して言えば,敬 語には上下関係のほかに親
疎関係 とい うものが非常に重要な要素になるとい うことも忘れてはならな
いことと思いますが,こ れまた最初に敬語の概念について述べたとき,「上
下親疎の関係に基づいて変わる形式」 と言い,「 目上の人(ま た関係の浅い
人)に対する特定の物言い」 といったことと深 く関連するわけです。










この講座は,外 国人に 日本語を教える方たちに,日 本語とい うものをも
う一回ふ りかえって考えていただ くために設けられたものであ 弘 その意
味での目的は上に申したことで一応達せ られたかと思います。
しか し・実際に外国入が 日本語を習得する揚合に最も困難を感 じるもの
の一つは敬語の使い方であると聞きますので・以下外国人の 日本語作文の
実例 を二三とりあげて,分 析 してみることにいたします。
ただし,同 じく外国人 とい っても,母 国語が違えば当然誤用の性質など
も異なって来ると思われますが・ ここでは,一 応そ うしたこととあま り関
係 のなさそ うな例を拾ってみました。
例1遊 ぶ の方,日 本 も一 つ 有 名 な 国 で あ り,き れ い な す ば ら しい
所 は た く さんい らっ しゃい ま す 。
例2日 本 人 の瞼 と皮 膚 を見 て,だ い た い 中国 人 と同 じが,習 慣 は
ぜ んぜ ん違 うです。
例3か るい ざわ やか ま く らや 高 山 もい き ま した 。 み ん な た い へ ん
り っぱ な で す。
例 斗 私 は 本 当に 日本は ア ジ ア の 一 番 近 代 的 な 国 で す ね と思 い ま
す 。
例5コ ロ ンブ ス君 は 船の 上 に立 っ て い る。 か れ ら,み な さ ん 大 変
楽 しか った。
例1はrご ざい ま す」 と言 うべ き と ころ をrい ら っ し ゃい ます 」 に 誤 っ
た もの で,前 述 の 「種 類 か ら見 た誤 り」 に 属 し ます が ・ これ は 事物 に つ い
て の 敬 語 と人 につ い て のそ れ との相 違 を認 識 させ る こ とに よ って避 け させ
得 る誤 りと言 え ま し ょ う。
例2お よび 例3は い ず れ も 「で す 」.の接 続 の 問題 です が,例2に つ い
て は,動 詞 に は原 則 と して 「ます 」 のつ くこ と,た だ例 外 と して 推 量 の言
い 方 の 時 の み 「で し ょ う」 とい う形 の つ くこ とを指 摘 す れ ば よい と思 い ま
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す 。な お,こ の 際,「 違 うだ ろ う」 とは 言 うが,「 違 う だ」 とは 言 わ ない と
い う事 実 と比 較 対 照 させ る こ と も一 つ の 方 法 か と思 わ れ ます 。
例3は 「美 しい 人 二立 派 な人=美 しい で す 認 」 とい う 相 対的 な 関係 か
ら類推 され た もの と思 わ れ ま す 。 形 容 詞 とい わ ゆ る形 容 動 詞 とは意 味 的 に
共 通す る ところ か ら,上 の 類 推 は む しろ 当 然 と言 え ます 。
しか し,こ れ は 「山 だ=立 派 だ=山 です:κ 」 の 関係 に お い て 把 握 させ る
ぺ き もの と思 わ れ ま す 。
例4は 「で す 」が 対 者 敬 語 と して の性 格 上 「ます 」とと も に常 に相 手 に対
す る話 しか け の 場 合 に の み 用 い られ る もの で,「 と思 う」 とか,「 と考 え る 」
とかい うよ うな 思 考 内 容 そ の もの を示 す 場 合 には 用 い られ ない こ とを認 識
さ せる こ とに よ って 避 け させ得 る 誤 りと思 い ます 。
最後 に例5は,「 み な さん 」 とい う敬 語 と 「か れ ら」 とい う非 敬 語 を 同
格 的表 現 に 用 い て い る点 に 問題 が あ り,更 に,普 通 呼 び か け に 用 い る 「皆
さん」 とい うこ とば を平 叙 文 の 中 で 使 用 して い る点 に も問 題 が あ ります 。
もっ とも,後 者 に つ い て は,一 方 に,「 皆 さんお そ ろい で お 出 か け にな り
ま した」とい うよ うな 用 法 もあ る こ とで すか ら,一 応 目 をつ ぶ る と して も,
依 然前 者 は 問 題 と して 残 夢ます 。 そ して,こ れ に 対 して は,敬 語 非 敬 語 の
識 別意 識 を確 立 させ る こ とが先 決 問題 と考 え られ ます 。
以上,た また ま 手 に し得 た 手 も との 資 料か ら共 通 的 な 誤 用 例 を選 ん で み
ま したが,そ こに は 例3以 下 の よ うに 外 国 人 だ け に 見 られ そ うな表 現 と,
例1・ 例2,特 に 例2の よ うに 目本 人 で も言 いか ね な い と思 わ れ る表 現 と
が 見 られ ます 。
そ こで,外 国 人 に 対 して は,や は りまず 前 者 の よ うな 誤 りをお か さな い
よ うに敬 語 表 現 の 型 をは っき り習 得 させ,次 に敬 語 そ の ものの 認 識 を深 め
る ことに よ って 後 者 の よ うな 誤 りを もま ぬか れ る よ うに 指 導 す る こ とが肝
要 か と思 わ れ ま す 。
以上 ほん の思 い つ い た ま ま を記 しま した。(1965.7.12)
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